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首都高速道路の決算（平成１７年度） 

                                  

１.営業中の高速道路（２８３．３㎞）の収支状況 

 
（１）収益 

平成１７年度（上半期）の道路料金収入（１，２２５億円）を含めた道路部門の収入は１，２４

８億円で、平成１６年度（年間）の４７％となりました。 
 
 
（２）費用 

平成１７年度（上半期）の道路部門の費用は、管理費のコスト縮減等に努めた結果、２４３億円

（道路管理費１７５億円、一般管理費６８億円）となり、平成１６年度（年間）の４１％となり

ました。また、業務外費用は、金利の低下による支払利息の減等により、３２６億円となり、平

成１６年度の４２％となりました。 
しかし、前期損益修正損（利用停止した回数券の払戻費用）・固定資産売却損・固定資産除却損

の計１２９億円を首都高速道路公団会計規程に基づいて、経常費用ではなく特別損失として別途

計上しており、これを含めた費用の総額は、平成１６年度の５１％に当たる６９９億円となりま

した。 
 
 
（３）償還準備金繰入 

収益から費用を差引いた収支差である償還準備金繰入は５４９億円となっており、営業中の高速

道路の建設、改良に要した借入金等の返済に充てられます。 
 
（参考） 

   償還準備金繰入額の推移           （単位：億円） 
平成15年度 平成16年度 平成17年度

償還準備金繰入 1,115 1,265 549  
  

 
（４）収支率 

平成１７年度の収支率は５６．０％となっており、前年度に比較して４．０ポイントの減となっ

ております。 
 
      （参考） 
   収支率の推移      

平成15年度 平成16年度 平成17年度
収　支　率 58.1% 52.0% 56.0%  

    （注）収支率（％）＝（管理費＋支払利息等）／収益 ×１００ 
 

 

  なお、上記の収益と費用の金額は、財務諸表（損益計算書）の金額から駐車場事業等の金額を除いた

高速道路事業のみの金額となっています（次頁も同様）。 
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 資料 営業中の高速道路の収支状況 

 

                                           （単位：億円、％）   

費        用 収    益 

（Ａ） 道路管理費 一般管理費 借入金利息等 特別損失 計（Ｂ） 

償還準備金繰入 

（Ａ－Ｂ） 

収支率 

(B/A)ｘ100 

 １，２４８ 

（２，６３６） 

１７５ 

（５２５） 

６８ 

（７３） 

 ３２６ 

 （７７３）

１２９ 

（  ０）

  ６９９

（１，３７１）

  ５４９ 

（１，２６５） 

５６．０ 

 (５２．０） 

                                   （ ）内は平成１６年度の金額  

・「収益」には、道路料金収入（１，２２５億円）、道路占用料等（２２億円）を計上しています。 

・ 「道路管理費」には、営業中の高速道路の維持補修、料金収受などに要した費用を計上しています。 

・ 「一般管理費」には、営業中の高速道路に携わる職員の人件費、消費税納付額などを計上していま

す。 

・「借入金利息等」には、営業中の高速道路の建設、改良に要した借入金等の利息（道路債券利息、

借入金利息）等を計上しています。なお、国及び地方公共団体からの出資金により、借入金利息が

軽減しており、出資金はコスト軽減に役立っています。（参考 国などからの出資金は平成１７年

度１８８億円、平成１６年度３７６億円。） 

・ 「償還準備金繰入」は、営業中の高速道路から生ずる毎期の収支差を営業中の高速道路の建設、改

良に要した借入金の返済に充てるものです。 

・ 「収支率」は、１００円の収入を得るためにどれくらいの費用が必要であったかということを示し

ています。 

・ なお、財務諸表の計数は、高速道路事業と駐車場事業等の合計値となっています。 

 

 

収益（１，２４８億円）と費用の対比 
 

 

 
―５― 

償還準備金繰入 
  〔営業中の高速道路に係る 

建設費の償還分〕 
             （５４９億円） 

業務外費用、特別損失 
〔営業中の高速道路に係る建設、改良

に要した借入金の利息、資産売却損等〕 
                （４５６億円） 

道路管理費 
〔営業中の高速道路に係る 
             維持補修費等〕 
             （１７５億円） 

一般管理費 
〔営業中の高速道路に係る 
       人件費等、消費税納付額〕 
               （６８億円） 

44％ 

14％ 

37％ 

5％ 
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２．平成１７年度末の償還準備金の積立状況 

 

営業中の高速道路の資産額６兆６７４億円に対し、償還準備金は平成１７年度末で１兆８，０５７億円を

積立てています。償還準備金は、前年度から５４９億円積み立てており、確実に償還が進んでいます。 

 

営業中の高速道路の償還状況                       （単位：億円） 

 

 

営業中道路の資産総額

（Ｃ） 

償 還 準 備 金 

(Ｄ) 

要償還額 

（Ｃ－Ｄ） 

１７年度 

（１６年度） 

６０，６７４ 

（６０，３０７） 

１８，０５７ 

（１７，５０８） 

４２，６１７ 

（４２，７９９） 

・ 「営業中道路の資産総額」とは、営業中の高速道路の建設、改良に要した道路資産全体額から償還

を要しない額（資産見返交付金）を除いたものです。 

（平成１７年度では、道路資産６兆１，２７４億円から資産見返交付金６０１億円を除いたもの）       

・「償還準備金」とは、平成１７年度までの償還準備金繰入の累計額です。 

・ 「要償還額」とは、今後、道路事業の収支差（収益と費用の差）によって、返済していくこととな

る金額です。 

（参考）この他に、工事中の高速道路（平成１７年度末現在２９．８km）の資産額（道路建設仮勘定）

が１兆５，３７８億円あります。 

                                                     
営業中の高速道路の資産額（６兆６７４億円）の内訳 

 

30%

70%

 

償還準備金（償還済額） 

       〔営業中の高速道路に係る 

建設費の償還分の累計額〕 

              （１兆８，０５７億円） 

 要償還額 

（４兆２，６１７億円） 


